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山本弘敏*.鳥居茂樹林: エナガオニコンブ，オニワ力メ ， フウチョウワカメの新産

地 HirotosbiY AMAMOTO， Sbigeki TORII: New records of Lα1n~nαパαd叩bolicα

f. long旬esMIYABE et TOKIDA， Alariα fist~dosαPOSTELS et RUPRECHT and A. 

pω刀出seα(MIYABEet NAGAI) WIDDOWSON in Hokkaido 

1982年4月14日， 利尻島の利尻町沓形種71，111]沖合い

400 mで，コンブ養殖用ロ ープ筏のフ ロー トにコンブ

属 (Laminaγia)のl種とアイヌワカメ属 (ALaria)の

2種が着生しているのを利尻町役場の安達克幸氏が見

つけた。当地区の水産技術普及指滋所の安住芳雄氏が

調べたところ，発見されたコンブ属の l種の楽状部は

当地に繁茂するリシリコンブ (L白minal'iajapoηica 

var. ochotensis)に似ているけれども，茎状剖lが異状

に長いこと，又，アイヌワカメ属は本来当沿岸に分布

していないこと，などにより筆者の一人，，1;0)舌に種の

向定を依願してきたものである。

これら阪本のうち， コンブ属の l程は葉長 330cm， 

業相 21cm， cl:r帯f，sは 6cmでかなり明|僚，業状部の

基部はくさび形をなしている。茎状mlf士長さ 39cm， 
直径 1.3cmで下端はほぼ円柱状である。禁状部と茎

状部に]求J~のあ'î ì夜!益追をもっている。

北海道周辺海域に~i~するコンブM他物の "1コで， 茎状

部がこのように長い種類としてはエナガコンブ (L.

LongipedaLis) ，ヒメコ ンブ (L.Longψes) ，エナプfオニ

コンブ (L.diaboLica f. LongijJes)が知られている。

エナガコ ンブは中千iJ-部が不明瞭なことで，またヒメコ

ンブは1m1JJ伎をもつことで本桜木と兵なっているが，

本際木はエナガオニコンブのこれまでの記il究(MIYA-

BE 1926，永井 1936，TOKIDA 1954)とほぼ一致する。

アイヌワカメ類似の海務は2種見られたが，その内

の 1 ~自主成体で，業長 750cm，業中市 80cm，にI:rJVJは中

空で 1. 5~14 cmごとに隔壁をも っている。これらの

形状からオニワカメ (ALariafistllLosa)であることが

容易にわかった。 他の l種は幼休であるが，業長 120

cm，業帆 4.5cm，中JIJJは実質， I来実業は長さ 3.0cm， 

幅 0.5cmで生長の極く初1Wのように見うけられる。

この成実業と同じ所に長さ7.5cm，幅 1.1cm，上部に

向って漸次不明|僚になる中肋をもっ中性羽校と思われ

る業j十を付けている。本標本はこの中性羽校の存在に

よりフウチョウワカメ (ALal'iapal'adisea = PLellro-

戸terllmparadisellm)である (W IDDOWSON1971)と

推祭される。

今回見つかった種の北海道周辺における記録をみる

と， エナガオニコンブとオニワ カメ$は千島及びサハ

リン(様太)南端の西fiE主主呂 ~I~I 付近から (MIYABE 

1926，宮部 1934，永井 1936，TOKIDA 1954)， フウ

チョウワカメは 千島から (NAGAI1940)報告されて

いるが，北海道沿岸で生育が確認されたのは初めてで

ある。なお，オニワカメの漂着は広範聞に見られるよ

うで，オホーツク海沿岸では|埼々観察されるとのこと

である (JII的 1972)。又， 日本海側では寿都から利尻

島，礼文)::1にかけての沿岸で打上げがあったことが報

Fig. 1. A photograph showing Laminarian 

and Alarian sp巴clmenscollected at Rishiri lsland 

A. Laminaria diaboLica f. longゆes; B. Alaria 

fisllllosa; C. Alaria jJal'adisea. (Specimens pre-
served in glycerin). x 1/20 

• YENDO (1919)と岡村 (1936)は産地として北見お

よび釧路をあげているが，道立網走水産試験場長，

川嶋昭二氏からの私信によれば，これは漂着地の記

録で与はないか， ということである。
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告されており(福原 1969)，噴火湾入口の南茅部町沿

岸では1981年7月18日に打上げ個体が得られている。

サハリン(樺太)南部沿岸の水温は北上する対島暖

流の影響を受けて，夏季 18・Cぐらいにまで上がるが，

最南端の西能登呂岬付近だけは寒流の湧昇流により夏

季でも 6-8・Cであるという (MIYABE 1926， TOKIDA 

1954)。西能登呂岬付近は， このような水温の条件か

ら，完全な寒流域の千島に分布する種がみられる特異

的な海域といわれている。

この西能登呂岬から宗谷海峡をはさんで南西約 100

kmにある利尻島は対島暖流に洗われるため夏季20・c
以上になるが， 冬季には寒流の影響がおよび 20C ぐ

らいにまで下がる。この状況を反映して，ハイミル，

スギモタ，ハネソゾなどの暖流系の種が生育する一方，

ナガマツモ，エゾイシゲ，ハケサキノコギリヒパのよ

うな寒流系の種もみられ(金子・新原 1970)，暖寒両

流系種の混生海域といえるが，総体的には暖流の力が

かなり上まわっているように見受けられる。

このような海域では海流の時々の勢力の変化につれ

て海藻の分布の境界も変ることは予想されるところで

はあるが， これまで知られていなかった寒流系の大型

海藻2種と 1品種の生育が同時に確認されたことは当

地域の植生の変動を知る上で貴重な記録と考え報告す

る次第である。
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